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昭和4 8年度に発足した文部省科学研究費補助金〈特定研究(1)）による「国際環境に関する基礎的研究」の共同研

究プロジェクトは，国際政治・国際関係論・ 地域研究の各専門分野の研究者による学際的かつ総合的な共同研究プロ

ジェクトとして進行しつつあるが，この共同冊究をより有益なものにするために．海外学術調査の実胞が本共同研究
書加者から強〈望まれたのであった司それはいうまでもなく， 各分野の掛究に必要な新しい資料の発掘，海外各国に

おける研究資料についての情報収集，各国の研究状況の調査ならびに各地繊の現地実態調査が，本共同研究にとって

不可欠なものであったからにほかならない。

このような前提のもとで，昭和4 8年度においては．アメ9カ班， ヤルタ斑．日本外交涯， 中国斑． ソ連斑，東南

アジア斑の六つの研究涯にそれぞれ所留する1 8研究グループ（総括涯を含む）から各研究グループ研究代表者の御

協力を得て 1 0名の海外学術調査派遣者を募り，本学術調査計画調書に見られるような総合的な研究計画に基づいて

海外学術調査を実施した。ただし，初年度である昭和4 8年度にかんしては， 予算措置上， 「計画研究方式J に書加

した研究者を対象とし，しかも，梅外学術調査の性格上，アジア地域の研究者を中心的に人選することなどが研究代

表者会議において決定され， 1 0名のうち7 名がアジア地域を対象とする研究班から選出された 。

本報告書は， このようにして実施された海外学術調査の実績報告集であり，本報告書が 全体の共同研究に少しでも

益するところがあれば幸甚である。もとより，各調査者は，本報告書の限られた紙数に収録された以上の成果を収め

ているはずであり，そのような成果は，各人の個別研究はもとより，各研究涯の共同研究にたいしても寄与するとこ

ろ大なるものと，思われる。

とこるで，文部省科学研究費の摘助金による海外学術調査は， 従来．主として発展途上国や未聞社会 のフ4ール ド

・ サー ペイを対象にして実施要領が定められており． 従って予算の使用にかんしても調査団がーカ所に長期滞留して

調査に従事する方式を中心に考えられたものであった。そのため，われわれのような性絡の共同研究に初めてこれを

適応するに際しては，たとえば調査者が個別に各国の大学 ・ 研究機関を訪問することなどにおいても， 予算上また規

則上さまざまな制約があるのはやむを得ないことであった。しかし．これらの点については． 文部省側ともしばしば

折衝を重ね，文部省側の配慮によって徐々に図鑑が除去されてきたことは，大変喜ばしいことである。すでに実行中

である昭和49年度の海外学術調査にかんしては．この点がさらに改善を見るにいたったのである。とはいえ，各参

加者（研究分担者〉におかれては， 予算使用上のきわめて煩雄な事務処理に御協力いただき， こうして有意義な調査

を完了することができたことを探〈感謝している。また， 文部省大学学術局研究助成課からは． われわれの海外学術

調 査計画がより有効に実臆されるよう，先にもその一端を記したようにさまざまな協力をいただいた。

最後に． 東京外国語大学事務局にも事務上の協力をいただき， とくに会計課総勝係長・河内亘氏re.は頃雄な金銭出

納と会計事務について．庶務課庶務係長・ 佐藤秀夫氏には文書事務についてお手散をおかけしたことを感謝したい。

また． 東京外国語大学教務補佐員・伊豆見元君も． 計画調書の作製やー姐えもある膨大な量の会計報告書の作型なら

びに本報告書の作製にかんして， 弘とともにときには夜を徹して幾夜かお手伝いしてくれた。各研究グループ研究代

表者靖先生の卸協力とともに， これらの方々をはじめとする多くの方々。涯の御協力があったことをここに付記し，

併せて厚〈感謝する次第である。
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アジアの国際環境と中国の影
中 嶋 儲 雄 （東外大助教授｝

1 は じ め に
本年度の海外学術調査計画の一環として5月1日から5月2 0固までの2 0日間，患は東南アジア ・ 東アジア地績

を訪問した。調査地績としては． まず骨国， 台湾， フィリピンを訪れ . i/ ：／ガポール経由で西マレ－v7， 旧ボルネ

オのサラワク ・ サパ開”にまで足をのばし， 足後に南ベトナムを訪れて予定通り帰国した。今回の調査目的はそれぞ

れの地域に よって異なった が，私が 現在研究をすすめている戦後アジアの冷戦と中ソ関係に関連した諸問題が調査

目的の一つの住であり，もう一つの柱は，中国をめぐるアジアの国際関係の新しい変化が， アジア諸国にどのような影

響をもたらしているか， に関する諸問題であった。

とくに後者に関連した問題では． 去る1月に南νナ海の 酉抄群島事件がクローズアップされたので．かねがねこれ

ら群島をめぐる国際紛争に着目し， 2. 3の論文を書いてきていた私としては， 計画を若干変更して． 西抄群島につ

いての歴史的資料や文献の収集も調査目的のなかに追加した。

2. 韓国における朝鮮戦争研究と現代中菌研究

長初の訪問先である偉固においては，私が現在進めている中ソ関係史研究のなかの「スターリン批判J以前つまり

19 56年以前の中ソ関係史に関して， 朝鮮載争の諸問題，とくにその背景にあった中ソ関係の問題が．このところ未

公開賢料などを通じ中ソ対立の原因のーっとして考察し得る状況になりつつあるので， こうした問題をどのように追

究していったらよいのか， はた して儒国では．この点についての研究が進められているのか， という点に大きな関心

があった。

もう一つの大きな関心は， 偉固における現代中盟研究の水準はどの程度のものであるか， という点にあヲた。この

点については． 昨7 3年1 1月に． 「中共問題の分折評価jという統一テーマで小さなセミナーがソクルで聞かれ．

これは中央日報社付属東西問題研究所が主催したものであヲたが． その紹介などによって一喝の認識はもっていたの

で，この点を弘自身で調べてみたいと，思ったのである。なお． このセミナーの発表者とそのテーマは次のとおりであ

る。申伺楚（鹿照大学教侵）「中国共産党史」， 組在描｛建国大学教授）「毛沢東の支配体制j， 梁興模（中央日報

論説委員）「軍事力の特性J， 李邦錫｛諸国大学教授）「 対外関係史J， 丁柄悠（ソウル大学商大教授）「貿易と国

際収支J，金潤換（前高麗大学教授｝「鉱工業と科学接術J . 金相謹（延世大学教 授）「鹿業径済構造J . 高柄甥

（ソウル大学文理大教侵）「中国の歴史思想J。

緯国は． 周知のように． 現在． 非常に厳しい政治的状況のなかにある。それについては いろいろの意見もあろうが．

それはともかく， 緯固におけるアジア研究，中国研究についてみてみると，一つは私学の高麗大学が注目すべき存在

だといえよう。弘自身， 高麗大学アジア問題研究所長の金俊惇教授を知っていたので． 今回も同教授ほか同研究所日

本研究室長の鱒培浩教侵．政策科学研究室長の金塩元教授らと懇談することができた。

高盟大学は， 緯国の4・ 1 9学生運動の発祥地であるだけに． 今日のような政治状況のなかで． とくに注目される

ところであるが， 現在， アジア問題研究所のスタブフもさまざまに困鍵な諸状況を直視しつつ研究をすすめているよ
うに恩われた。このアジア問題研究所の金俊樺所長は， 日本でも知友が多いと思うが． かつて重慶I乙長くいた経験を
らっていて中国語にぢ堪能である。対日民接独立運動につくしたことでも知られているが， 中国史や東洋思想、史など

を専門としている。 日本研究室長の傭教授は日本研究と政治学を専門とし，プリンストンでP h. D.をとっている。

政策科学の金地元教慢は． ハーパードでキッνyジ守ーに学んだ苦手の国際政治学者であり． 緯国の生んだ俺秀の一
人として注目されている。議論しているときにもキ'7 iノンジャー．スタYレー・ ホフマy， カール・ ドイツチュなど
の.Pl!論を縦横に引用するのには驚かされた。

これらの人びとが． いわば韓国におけるアカデミックな研究時間のなかではもっともハイ ・ レベルのグループを形
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の研究状況や資料の状況などをいろいろ尋ねられたりもした。傭国国会図書館海外資料局中華課長の芦載秀氏， 中国

研究所事務局長の李昌胴氏などである。陸軍士官学校にも中国研究をやっている外国語科長の金英讃民がおり， 日本

の中国研究に大きな関心をも。ていた。ただ，緯国の研究水準がまだ低い状態にあるためか， 先の中央日報社付属

東西問題研究所のセミナーでも， 中国にたいして非常に甘い見方をしているような発言も目立ち，この点でも， 北朝

鮮にたいしては厳しいイメージをもっているのに〈らべ， 中国にたいしては逆に甘い認識に陥っているようにも感じ

られ止。毛沢東の延安精神乙ついての 論文も1, 2あるのだが， その精神主義的な側面にある意味で同調するような感じ

が目立ったように思わる。

なお． 緯国では日本大使館 の岡崎久彦書事官 にとくにお世話になり．最近の内外情勢について有益な意見交換がで

きたことをつけ加えておきたい。

台湾認識と中国大陸研究

次に台湾についてだが．その詳細については，本学術調査で 台湾の 研究状況についてとくに集中的に調査された

藤井高美教侵（愛媛大学， 今堀班〉の報告にゆずるとして． 台湾の現況にかんする弘の印象から迩べるなら． 全般的

な状況はいわば園生存の戦略”が成功して， 逆境のなかから新たに立ちあがり，一つの可能性を見い出しはじめてい

るように感じられた。弘自身，中国研究者でありながら．これまで台湾については認器不足な点があり， とくに台湾

南部の鹿村地帯などを訪れたことさえなかったのだが， 今回の調査旅行では． 台湾滞在中の前半を高雄， 台中， 台南

周辺の鹿村訪問に費し， また， パスや汽車に乗りついで東海岸の花謹，蘇i容にまで行って台湾の鹿山村の実態にふれる

ことができたのは大きな収獲であった。このような旅程は， 必ずしも． 今回の研究 テーマと直接関係があるとはいえ

ないが， そのこと広よって， 私自身の認誌に様々な新しい発見をつけ加えることができたように思う。とくに．私自

身． 出発前に「中ソ対立と台湾の将来Jと題するνポートを書きあげたばかりであったので， 弘IC.は有益な掠行であ

った。そうした経過を径て新たに再認識ないしは発見した点は次の5つに要約できる。

一ーつは． 台湾は中国だというよりは． やはり台湾は 台湾であるということの再認識であり， おそらく 台湾は． 今後

も， そのような道をたどってゆくであろうことを強〈感ぜざるを得なかった。

二つ は， 台湾はたしかに自然条件や地盟条件を考えてもFormosa「宝の島」だという印象である。弘は， 中国

を訪問した経験をもっているが， 中国と比鮫してもこのことはいえるよう巳思う。現在の 台湾は．石油 ・ エホルギー
資源の問題などで， ボトル・ ネ ックをもってはいるが， この点は．サクジアラビア一国が 台湾に友好的であるだけで

も十分に救われるのであるから，やはり将来的にも「宝の島Jであるといえよう。皮肉な見方をすれば． このような

台湾のメリットを中国自身が知っているだけに， 中国は台湾解放を唱えつづけるのだともいえよう。

第三には， 初めてこの眼で見て知った事実であるが， 台湾 島は地政学的に見て． まったく見事な要塞だということ

である。ことに花蓮から蘇海港に至る東海岸に行ってみると． そこは大変な断崖絶壁が海岸線になって続いており，

たとえ台湾を武力解放するとしても， この方面からの攻略は まったく不可能だということの実感を味わった。 この点

で台湾は西側の海岸線だけを中心的に防衛すればよいということになる。以上の5点は， 台湾とその将来を考えるう

えでの基本的なポイントではなかろうか。

旅程の 後半は ， 中国研究の問題に取り 組み， 木 帽 の国 際関 係 研究 所， 中国 文 化学 院， 国 立 政 治 大学， 交流協

会など を訪 れた 。 中国 文 化学院 の なか に は 緯国研究 所が あ って ． こ こに は劫教授と して 先述の 鵠国人若手研究 者
の朴斗福氏がい る。 彼は ． 明 朝鮮戦争 と中国 ”と の関係を専門的に研究 して お り， 一夜， 弘の ホテルを訪れてくれた

ので． 当時の 毛沢 東と スタ ー リンの関係など につ き， 興味 深く議論することがで きた。

弘は彼に， 台湾にいる外国人研究者として．台湾における中国研究の賢料センターとしては， 今日， どこが軍要で

あると思うかと質問したところ， 彼は， 貴重な資料セYターの噸位を即席ιJ究均ように列指してくれた。帯ーは， 司

法行政部の調査局であり， 市ニは国防部情報局であり， 帯三は． 中国国民党大注工作組， 弔問が安全局だということ

である。有名な中毒E民国国際関係研究研（理事長・抗立武氏）についてゆねると． 同研究所は必ずしも独自的な資料

センターではなく． 重要資料については右の各セシターから資料を借り出して研究しているとのことであった。 同際

関係研究所は． 研 究調査縄問， 諸 外国 の研究者との 交流の 嶋として の意味 を 事ー母的に もって いるよ う ι思われる。

3. 
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るのかどうかについては，ニつの見方があって． は－：：＞きりしたことはわからない。

次にこの問題に関連して， 酉抄群島・ 南沙群島の問題に移るが，従来，フィリピYは， 第二次大戦後のキリノ大統

領の時代からこの領域の領有惜の主彊をしはじめていた。しかし，最近までは． 大きな関心がなく， トマス ・ ク ロ

マというこの海域のボスであり． 大船主でもある人物〈彼は国会議員でもある）が弘的な領域として，南沙群島を開

発しようとし，そこを咽夢の島”にしようとしているいろな開発計画をもgていたといわれている。しかし． この群

島群が国際掛争になるにつれて私的なνペルの領有権主張ではだめなのでようやく政府がのり出してきたというのが

現状である。なお，フィリピン側からするこれら群島群についての資料としては，この問題を特集した‘New

Philippines” 1 974年2月号が有益である。

第四に，フィリピY大学のアジア・ セシターの印象については， 本学術調査で平野健一郎助教侵〈東大，衛護班）

が詳しく報告されており， また村上公敏教授〈桃山学院大， 河部電）の詳しい印象記もあるので （『アジア時報』
1 974年2月号） ，詳細はそれらにゆずるが． 弘の訪問に際しても同研究所極書長のF・ サニエル女史が観切に応対

してくれた。とのアジア・ セYターは （その概要については，同研究セyター発行の小冊子岨The Asia n Center ” 

を怠照），お そらくフィ9ピシ唯一のアジア研究センターとして女子大学院生などを使って非常によ〈資料が整備さ

れているが，ただ， ク茸リティの問題になると，ここでスクラブプしている記事はフィリピYの『へラルド・ トリビ

ューY』などの新問中心の切り抜きであり，必ずしも高度の情報・資料センターだとはいえないように思われる。

また中国関係の切り技きをみても， Peking ReviewやChina Reconstructs, Current Sceneのよう

な英文出版物だけなので． フィリピシにおける唯一のアジア問題研究セYターとしては． まだまだ中国研究の出発点

に立ったところだという感じをもたざるを得なかった。そういう意味で，一つのセシターではあるが． 今後に待っと

ころが大きいといえよう。なお，このアジア・ セYターは建物の新築とともに近〈改組されるということであった。

余談であるが ，私の訪問のt週間前． 衛藤港吉教侵（東大，衛藤Ji!）がこのアジア・ セシターで講演されたとのこと

であり． なかなか好評であった由である。

5. ボルネオての体験と中国の影

次t乙，今回の調査の大きなポイントの一つである旧ボルネ オのサラワク． サパを訪問した。一口にいうと．西マν

-vアのこの両州には中国人 が非常 に多く，クチシ， νプ， ミリ｛ 以上． サラワク州） . :::1タキナパル， チンダカ

� （ 以上，サパ州〉の鶴市はもとより，鹿村地帯やジ守Yグルの奥までいっても中国人が多いのには． いまさらなが

ら多〈を考えさせられた（とのことについての印象は， 拙描「ボルネ オ雑感J，本プロジェクト『ユaーズ・ レ ター』

摺5号，参照〉。たとえばす・ラワク州全体の人口構成をみても，陸ダヤ接・海ダヤ族ほかの原住民以外は， ほとんど

潮州人．広東人， 客家． 倍強人などの中国人である。中 国 人 が 人口構成 の 3 2. 7パー セン ト を 占 め． この 比 率

はクチ ン の よ う な都市になる と倍以上になり，マレー人は1 7. 9パーセYトで 第4位を占めるにすぎない（1966 

年の調査， M. G. Di ck son，”S arawak a nd I ts People ”， 3 rd edition, 1968.怠照）。
クチ：：；＇（乙着いた日は．一種の道教信仰である広沢尊王生誕千年祭のお祭で， 街中をあげて． 施の踊りを したり． 西

遊記や栂賃但の出し物があったり， ドラや太鼓をならして大臨わいであった。夕闇迫るころ長くて太い線香を手に手

にやってくる 中国人の明信男善女”の大行列があったが，その静々とした迫力がまた圧倒的であった。

潮州公会や福州公会などの同郷会や宗親会が中心にこうした催し物をやっているわけであり． ボルネオのこの地に

も中国文化がこうして強烈に， しかも排他的に根づいていることの意味をつくづく考えさせられた。
一口に華僑問題とわれわれはいうが，マレーνアの国民形成と統合において， この問題はいったいどうなるのか， 実に大

変な問題だということを改めて感じた次第である。

それとの比鮫で． かつて は首狩り族だといわれていた陸ダヤ旗の居住しているLong House （寝始的ながらき
わめて合理的に集団生活の智．砥を働かせた竹製の長屋住居で， 捜らは部接聞の聾隼にそなえて， そこに共同生活をお
くっている）をジャングルの奥まで半日かかって訪れてみたが． 現在では． ダヤ旋の男性は都市で働いている者も多

〈，むしろダヤ族の方が． ここ数十年の聞に，かなり急速ι開明化され． 新しい生活限式に噴応しはじめているのに

たいして． かえって中国人の方が， より伝統的・ 旧守的ではないかと感じた次唱である。
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この背景には，南νナ梅の海洋覇権をめぐる中ソ対立があるのではないか， という弘の仮説（詳しくは拙摘「西抄
・ 南抄群島事件の国際的背景J. r世界週報』1974年2月2 6日号，S照｝については， 現地の日本大使館筋は，

全然このようには思っていないのだが，ベトナム倒はみなそう思っているようであった。つま り，最近のソ連と中国

の海洋戦略の対立とこの問題とは非常に大きな関係があるという見方である。

西抄群島については．中国， ペトナムの両国ともいろいると主彊すべき点があると思う。しかし．少な〈．とも，南

沙群島に関し；ては ．中国は， とても主彊すべき但拠をもたないというのが私の率直な感じである。ただ，ベトナム倒

は， 酉抄群島についても． ユエ王靭時代やフラyス統治時代のフラシス政府の官報などの古い資料を見せてくれて．

昔うからここはベトナム領だったということを強〈主聾しており．今日． ペトナムは力では中固に屈してしまったが，

この群島の紛争は．海洋権やソ連の海洋峨略．それに資車の問題ともからんで今後の長期的な問題になってゆ〈であ

ろう。

この点でとくに注目されるのは， ハノイが，そして当然のこととはいえソ速が，この問題について，中国を支持し

ていないということである。弘の印象では．ソ連自身も． いわば南北ベトナムの現状固定化の方向へ動き出している

ように思われ．このことがこの小 さな群島の事件を通して，暗に南ベトナムを支持するというかたちで出はじめてい

るようにも思われる。なお，西抄群島の紛争ζついて南ベトナム の さる高官治・tfl.1乙中国の今回の攻撃に擦L，米中聞に

は暗黙の了解があったのではないかと語っていたことが注目されよう。その意見は， 去る74 年 1月中旬の中国の突

然の軍事行動の5目前に．それまでζの梅績にいた米第7艦隊が西抄群島周辺から徹返したという 謎の多い行動に基

づくものであり，ー殻にはまった〈報ぜられなかったこの情報は，きわめて重要なものであるように弘には思われた。

以上， ごく短期間の調査旅行ではあったが，弘にとって，それはきわめて有益な按行であったように恩われる。

【付】 ペトナム民主共和国国立図書館所収の直抄群島・南沙群島関係資料収集リスト
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